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  o c u   大阪市立大学人権問題研究センター 

RCHR  第１４８回サロンde人権 

話     題     提    供    者：   
 

新ヶ江 章友 氏 

（大阪市立大学・人権問題研究センター 准教授） 
 

コメンテータ： 

小 門  穂 氏 

（大阪大学医学系研究科 助教） 
 
 

      無料 

4 月 20 日    （土） 

午後 3:0               0 ～ 5:00 

大阪市立大学  

梅田サテライト107教室 
（大阪駅前第2ビル６階）

 
お問い合わせはセンターまで  
06-6605-2035 
otazune@rchr.osaka-cu.ac.jp

  

 

本発表では、日本におけるセクシュアルマイノリティの間で、出産・育児がどのよ

うに行われているのかについて明らかにする。 

具体的にはシングルのレズビアンあるいはレズビアンカップルが、なぜ子供を欲し

いと思い、どのようにして妊娠し出産しようとしているのか、一方、ゲイがレズビ

アンになぜ精子提供をし、なぜ子供が欲しいと思っているのか、その現状について

これまでの調査をふまえて報告する。 
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